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洪水・土砂災害ハザードマップ
（地図面）について

足利市 総務部 危機管理課

 

洪水・土砂災害ハザードマップの地図面について解説を

します。 
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表面…自宅のある地区の図面↓

←裏面…市内全域の図面

今回配布している地図…Ａ２サイズ、両面刷り

 

今回、皆様に配布しているハザードマップは、Ａ２変形

サイズ、両面刷りの地図です。 

表面は皆様の自宅がある地区の図面 

裏面は市内全域の図面になっています。 

配布した冊子の最終ページのポケットに収納してありま

すので、地図を見ながら、この動画をご覧いただけるとよ

りわかりやすいかと思います。 
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ハザードマップとは？

自然災害による被害を予測し、

その被害範囲、程度を地図化したもの

足利市では、

大規模な大雨に伴う

「洪水災害」・「土砂災害」

を想定したハザードマップを作成

 

それでははじめに、今回配布したハザードマップとは、

どのようなものなのか説明します。 

ハザードマップとは、自然災害による被害を予測し、そ

の被害範囲、程度を地図化したもののことを言います。 

では、どのような自然災害を予測するのか。 

足利市では、大規模な大雨に伴う「洪水災害」、「土砂災

害」を想定したハザードマップを作成しました。 
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「洪水災害」 「土砂災害」 とは？

 

「洪水災害」、「土砂災害」 

皆様もニュース等で聞いたことがあると思いますが、 

「洪水災害」、「土砂災害」とはどのような災害なのでし

ょうか。 
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洪水災害 （詳しい説明は冊子の１１ページ）

大雨などを原因として、河川を流れる水の量が
異常に増加し、堤防の決壊や河川の水が堤防を
越えることにより住宅地や農地などに水があふれ
る災害。

土砂災害 （詳しい説明は冊子の１３ページ）

大雨などにより、山やがけが崩れたり、水と混じり
合った土や石が川から流れ出たりする災害。

主なものに「土石流」、「がけ崩れ」、「地すべり」
などがあります。

 

まず、洪水災害ですが、大雨などを原因として、河川を

流れる水の量が異常に増加し、堤防の決壊や河川の水が堤

防を越えることにより住宅地や農地などに水があふれる災

害のことを言います。詳しい説明は、冊子の１１ページを

ご覧ください。 

次に土砂災害ですが、大雨などにより、山やがけが崩れ

たり、水と混じり合った土や石が川から流れ出たりする災

害のことを言います。 

主なものに「土石流」、「がけ崩れ」、「地すべり」な

どがあります。詳しい説明は、冊子の１３ページをご覧く

ださい。 

今回のハザードマップは、これらの災害を想定して作成

しています。 
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ハザードマップとは？

自然災害による被害を予測し、

その被害範囲、程度を地図化したもの

洪水災害

洪水浸水想定区域図／浸水リスク想定図

土砂災害

土砂災害警戒区域

 

想定している自然災害は洪水災害、土砂災害。 

では、被害範囲、程度をどのように設定しているのか、

説明します。 

今回のハザードマップを作成するにあたり、 

洪水災害では、「洪水浸水想定区域図」、「浸水リスク

想定図」、土砂災害では、「土砂災害警戒区域」というも

のを使用しています。 
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洪水浸水想定区域図

浸水リスク想定図 とは？

 

はじめに洪水浸水想定区域図、浸水リスク想定図につい

て、説明します。 
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洪水浸水想定区域図

大雨により河川が氾濫した場合の

①浸水が想定される区域

②浸水した場合に想定される水深

③浸水継続時間（冊子の６～７ページ）の

を地図上に表示したものをいう。

洪水浸水想定区域図が作成されている河川

①渡良瀬川 ⑤袋川

②桐生川 ⑥利根川

③旗川 ⑦松田川

④矢場川（国管理部分のみ）

 

洪水浸水想定区域図とは、国や県が公表した大雨により

河川が氾濫した場合の浸水が想定される区域、浸水した場

合に想定される水深、浸水継続時間の３つを地図上に表示

したものを言います。 

洪水浸水想定区域図が作られている河川は、渡良瀬川、

桐生川、旗川、矢場川（国管理部分のみ）、袋川、利根

川、松田川の７河川です。 
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袋川の洪水浸水想定区域図  

参考として袋川の洪水浸水想定区域図はこのようになり

ます。 

この図は、県が公表したものです。 
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浸水リスク想定図（簡易的な洪水浸水想定区域図）

大雨により河川が越水、溢水した場合の

①浸水が想定される区域

②浸水した場合に想定される水深

を地図上に表示したものをいう。

浸水リスク想定図が作成されている河川

①名草川 ⑤小俣川

②出流川 ⑥清水川

③姥川 ⑦尾名川

④矢場川（県管理部分のみ）

 

次に浸水リスク想定図の説明をします。 

浸水リスク想定図とは、簡易的な洪水浸水想定区域図と

も呼ばれているもので、栃木県が作成しています。 

大雨により河川の水が堤防を越える（越水とも言います）

又は河川から水が溢れる（こちらは、溢水とも言います）

場合の浸水が想定される区域、浸水した場合に想定される

水深を地図上に表示したものをいいます。 

洪水浸水想定区域図との違いは、堤防の決壊が想定され

ていないこと。浸水継続時間が作成されないこと。の２点

です。 

浸水リスク想定図は作成されている河川は、名草川、出

流川、姥川、矢場川（県管理部分のみ）、小俣川、清水

川、尾名川の７河川です。 
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小俣川の浸水リスク想定図  

参考として小俣川だけの浸水リスク想定図はこのように

なります。 

この図は県が公表したものです。 
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想定している雨量

 

次に各図面で想定している雨量についてです。 

それぞれの河川ごとに、流域に降る雨量を設定していま

す。 

渡良瀬川で言えば、７２時間で812mmとなっていま

す。 

これは、山や民家の屋根など様々なところに雨が降り、

その雨水が流れ流れて、最終的に渡良瀬川に流れ込む地域

において、72時間で812mmの雨が降った場合を想定して

いるということです。 

ハザードマップでは、そのような大雨により河川が氾濫

したときの浸水する区域、水深、浸水の継続時間を地図化

しています。 

この雨量を設定するときの想定は法律で定められてお

り、「想定し得る最大規模の降雨」を設定することになっ

ています。 

分かりやすい表現として、1,000年に１度の大雨という

言い方もあります。 

現実的ではない。と思われる方もいらっしゃるかと思い

ますが、近年の激甚化している災害では、今後いつ、

1000年に1度やそれに近い大雨がやって来るかは誰にもわ

かりません。 

大きい災害を想定することで、小さい災害にも対応でき

るようにしておく。という意味もあり、このような想定に

なっています。 
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洪水浸水想定区域図
浸水リスク想定図 が作成されている河川

①渡良瀬川

②桐生川

③旗川

④矢場川

⑤袋川

⑥利根川

⑦松田川

⑧名草川

⑨小俣川

⑩出流川

⑪清水川

⑫姥川

⑬尾名川 ↓利 根 川

13河川、16種類の図面を
1枚の地図に重ね合わせている。

 

本市に影響を及ぼす洪水浸水想定区域図、浸水リスク想

定図が作成されている河川を一覧で表示します。 

本市のハザードマップでは、渡良瀬川から尾名川まで、

全部で１３河川、１６種類の図面を1枚の地図に重ね合わ

せている。 

なお、複数の河川の浸水想定が重なった場合は、より深

い方の水深が表示されています。 
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水深の表示方法

色ごとに水深が区分されている。
色が濃くなれば濃くなるほど水深が深くなる。

 

ハザードマップにおける水深の表示方法です。 

水深は色ごとに区分されています。 

薄い黄色のところは、0.5ｍ程度のところまで水が来る

おそれのある地域 

薄いピンクのところは、0.5m～3m程度のところまで水

が来るおそれのある地域 

ピンクのところは、３m～５m程度のところまで水が来

るおそれのある地域 

濃いピンクのところは、５m～10m程度のところまで水

が来るおそれのある地域 となっています。 

一般的な家屋被害でいうと、 

薄い黄色のところは、床下浸水のおそれ 

薄いピンクのところは、１階が水没するおそれ 

ピンクのところは、２階が水没するおそれ 

濃いピンクのところは、３階以上でも水没するおそれが

あります。 
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家屋倒壊等氾濫想定区域について

家屋倒壊等氾濫想定区域とは、洪水時に家屋の流失・

倒壊をもたらすような氾濫流が発生するおそれがある区域

区域内では原則として「立ち退き避難」

氾濫流 河岸浸食

流速が早く、木造家屋は
倒壊するおそれがある。

地面が削られ、家屋は建物
ごと崩落する恐れがある。

 

次に、新たに解析されたデータである、家屋倒壊等氾濫

想定区域について説明をします。 

家屋倒壊等氾濫想定区域は、洪水時に家屋の流失・倒壊

をもたらすような氾濫流が発生するおそれがある区域を示

しています。 

この範囲に入っている世帯は、原則として立ち退き避難

が必要になります。 

区域には２種類設定されています。 

１つ目は氾濫流です。河川から氾濫した水の流速が早

く、木造家屋が流されるおそれのある範囲を青い線で囲っ

ています。 

２つ目が河岸浸食です。河川の水量が増えることで堤防

が洗堀され、家屋の基礎部分が流されるおそれのある範囲

を赤い線で囲っています。 
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土砂災害警戒区域 とは？

 

次に土砂災害警戒区域について、説明します。 
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土砂災害警戒区域

土砂災害の危険区域として県が指定する区域の
こと。

土砂災害警戒区域（ ）と

土砂災害特別警戒区域（ ） がある。

土砂災害警戒区域（ ）

土砂災害が発生した場合に、住民等の生命又は身体に
危害が生じるおそれがあると認められる区域

土砂災害特別警戒区域（ ）

土砂災害が発生した場合に、建築物に損壊が生じ住民
等の生命又は身体に著しい危害が生じるおそれがあると
認められる区域

足利市内

 

土砂災害警戒区域とは、土砂災害の危険区域として県が

指定している区域のことを言います。 

区域には、土砂災害警戒区域（イエローゾーン）と土砂

災害特別警戒区域（レッドゾーン） があります。 

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）は、土砂災害が発

生した場合に、住民等の生命又は身体に危害が生じるおそ

れがあると認められる区域です。 

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）は、土砂災害が

発生した場合に、建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身

体に著しい危害が生じるおそれがあると認められる区域で

す。 

令和３年８月時点で、足利市内には、６４２箇所のイエ

ローゾーン、６０７箇所のレッドゾーンが指定されていま

す。 
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土砂災害（特別）警戒区域の表示方法

土石流

急傾斜地の崩壊

枠の中が斜線で
塗りつぶしている

枠の中が塗りつ
ぶされていない

市内で地すべりの警戒区域は指定されていない。
※地すべりが起きないとは限らない。

 

次に土砂災害警戒区域の表示方法についてです。 

足利市では、「土石流」、「急傾斜地の崩壊（がけ崩れ

のことです。）」の２種類の警戒区域があります。 

土石流の場合は、警戒区域を黄色の線、特別警戒区域を

赤の線で囲んでおり、枠の中がそれぞれの色の斜線で塗り

つぶしてあります。 

一方、急傾斜地の崩壊の場合は、警戒区域を黄色の線、

特別警戒区域を赤色の線で囲むだけであり、枠の中は塗り

つぶしません。 

土砂災害警戒区域、特別警戒区域がある場合は、どちら

の現象の区域なのかを確認しておくようにしましょう。 

なお、足利市内では、地すべりの警戒区域は指定されてい

ません。 

土砂災害の詳しい説明は冊子の１２、１３ページをご覧

ください。 
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ハザードマップの見方

 

ここまで、ハザードマップとは、どういうものかについ

て説明をしてきましたが、 

ここから、ハザードマップの見方について説明します。 
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ハザードマップでの表示

急傾斜地の崩壊の
土砂災害（特別）警戒区域

最大で水深0.5ｍ～3ｍの区域

最大で水深3ｍ～5ｍの区域

地図上には、
様々な が

ついている

 

ハザードマップを見ていただくと、先ほどまで説明して

いた、浸水想定区域や浸水深、土砂災害警戒区域等が表示

されています。 

その他にも様々な記号が地図上には掲載されています。 

これらの記号も防災上必要な施設等を示しているもので

す。 
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ハザードマップに掲載されている記号（マーク） ①

施設名称 マーク

指定避難所

車中避難場所

病院

警察署

交番・駐在所

消防署

消防分団

ヘリポート

施設名称 マーク

水防倉庫

防災倉庫

アンダーパス

ライブカメラ

水位観測所

雨量観測所

防災重点ため池

配水場

浄水場 浄

配

水

防

Ｈ

 

ハザードマップに掲載されている記号を一覧にしていま

す。 

いくつか、ピックアップして説明します。 

指定避難所は、住民の皆様や市内に滞在している方の避

難先として、市が開設する施設です。令和３年８月時点で

市内に３７箇所あります。 

車中避難場所は、民間企業様の御協力により、車ごと避

難できる避難場所で大型商業施設の屋上駐車場などとなっ

ています。令和３年８月時点で市内に４箇所あります。 

アンダーパスは、道路や線路等を潜る形で設置された道

路です。大雨の時には、冠水するおそれが高く、車両が水

没するおそれもありますので、通らないようにしましょ

う。 
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施設名称 マーク

市役所

公民館

公共施設

集会所

学校

幼稚園

保育園

施設名称 マーク

高速道路

国道

主要地方道路

一般県道

ＪＲ線

私鉄線

県界

市町村界

字界

公

集

幼

保

第1次緊急輸送路

第2次緊急輸送路

第3次緊急輸送路

ハザードマップに掲載されている記号（マーク） ②

文
地図に凡例が入っているので

ご確認ください

 

学校は○の中に漢字の文 

幼稚園、保育園は○の中にそれぞれの頭文字、幼、と

保、が入っています。 

道路も線の色によって種類が変わります。 

赤色は国道、緑色は主要地方道、オレンジ色は一般県道で

す。 

これらの記号は、地図に凡例が記載されていますのでご

確認ください。 

地図に掲載されている情報を正しく理解することが大切

です。 
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ハザードマップの使い方

 

最後にハザードマップの使い方について説明します。 

ハザードマップを作成するのには、２つの理由がありま

す。 

１つ目は、大規模な大雨などにより洪水や土砂災害が発

生した場合に想定される危険区域をお知らせするため 

２つ目は、いざというときに安全かつ速やかな防災行動

をとっていただくためです。 

災害時には、市民一人ひとりの適切な防災行動が特に重

要になってきます。 

ハザードマップを参考にして、ご自身や家族の大切な

命、財産を守れるように日頃から準備していただきたいと

思います。 

では、皆様もこの動画を見ながら実際にハザードマップ

を使ってみましょう。 
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ステップ１

①地図上で自宅の位置を確認する（表面で確認）。

②自宅がある場所や周辺が、洪水浸水想定区域や家屋倒壊等氾
濫想定区域、土砂災害警戒区域に含まれるか、地図で確認する。

洪水浸水想定区域内に入っている。
水深は３m～５mだ。
家屋倒壊等氾濫想定区域には入っていないな。
土砂災害警戒区域には入っていないな。
洪水時は立ち退き避難が必要だな。

避難行動の確認
冊子１４～１７ページ

 

まずは、ステップ１ 

地図上で自宅の位置を確認しましょう。 

自宅の位置を確認できたら、見直したときでもわかるよ

うに印をつけておきましょう。 

画面では黄色い●を付けています。 

自宅に印がつけられたら、次に、洪水浸水想定区域に入

っているか、家屋倒壊等氾濫想定区域に入っているか、土

砂災害警戒区域に入っているかを確認します。 

これは、この後取るべき避難行動を確認するための必要

なステップです。 

詳しくは冊子の１４～１７ページをご確認ください。 

画面の図を見てみると、浸水の深さは、ピンク色なの

で、浸水深は3ｍから5ｍ、土砂災害警戒区域には入ってい

ないことが分かります。 

３ｍから５ｍ高さまで浸水することが想定されているの

で、大規模な大雨が降る際には、立ち退き避難が必要だと

考えることができます。 
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ステップ１（その２）

洪水浸水想定区域には入っている。
水深は0.5ｍ未満だ。
家屋倒壊等氾濫想定区域にも入っていないな。
土砂災害警戒区域にも入っていないな。
災害時には屋内安全確保だな。

①地図上で自宅の位置を確認する（表面で確認）。

②自宅がある場所や周辺が、洪水浸水想定区域や土砂災害警戒
区域、家屋倒壊等氾濫想定区域に含まれるか、地図で確認する。

 

違う場所を見てみましょう。 

こちらだと、洪水浸水想定区域に入っていますが、水深

は0.5m未満であることを確認しています。 

先程と同様、家屋倒壊等氾濫想定区域、土砂災害警戒区

域には入っていません。 

このような場合、災害時には「屋内安全確保」とするこ

ともできます。 
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ステップ２

①自宅付近の避難所を確認する。

②その中で一番近い避難所を確認する。

近くには「けやき小学校」、「さいこうふれあいセ
ンター」、「とうこうコミュニティセンター」があるな。
一番近いのは「けやき小学校」だ。

 

ステップ２です。 

自宅のリスクを確認し、災害時に立ち退き避難が必要な

場合には、まず、自宅付近の避難所を確認します。 

災害によっては、近くの避難所に避難できないことも考慮

し、複数の避難所を見つけておくことが望ましいです。 

次に、一番近いところを確認します。 

図の場合だと、一番近いのは、けやき小学校になりま

す。 

また、避難所に避難する以外にも親戚の家や近くのより

安全な建物に避難することも有効です。 

日頃から、避難所以外の避難場所を見つけておくことも

大切です。 
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次がステップ３です。 

自宅から避難所までの避難経路を設定しましょう。 

地図上で、避難経路を書いてみると良いでしょう。 

必ずしも最短距離を設定するのが良い避難経路だとは限

りません 

ス
ラ
イ
ド28 

 

例えば、図のような黄色い●の場所から第二中学校に避

難しようとする場合、 

最短距離を結ぶと青い線のような避難経路になります。 

しかし、青い線の経路だと土砂災害警戒区域内を通るこ

とになるので危険な場合があります。 

例えば、赤い線のような避難経路の方が、土砂災害警戒

区域を通らずに避難できるのでより安全な避難経路になる

と考えられます。 
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最後のステップです。 

避難経路を地図上で設定してみたら、実際に避難経路を

歩いてみましょう。 

普段から見慣れた道路でも、災害時を想像して歩いてみ

ると見え方が変わってくることがあります。 

用水路があるから危険だ、この辺の雑木林は倒れてくる

かもしれない。 

そのような場合には、避難経路を再度見直してみましょ

う。 

また、冊子の４，５ページには、過去に災害が起きた場

所を表示している図面もありますので確認してみてくださ

い。 

ハザードマップを活用して、いざというときの防災行動

に役立ててください。 

 


